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基準地震動Ssの見直しについて
（追加説明資料）

和布－干飯崎沖～甲楽城断層の地震動評価結果
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■耐震安全性評価報告書（H20年3月提出）において選定した検討用地震から、
2月25日の第11回合同Cサブグループ会合にて指摘のあった
同時活動を考慮すべき活断層を対象として見直しを実施。

１．検討用地震の見直し
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大陸棚外縁～B～野坂断層

白木-丹生断層※1

和布-干飯崎沖～甲楽城断層※2
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※1：白木-丹生断層については、長さ17.3kmで地震規模を評価

※2：和布-干飯崎沖～甲楽城断層については、現在検討中

H20年3月報告時の評価 今回評価

合同C12-4-3に加筆

今回ご報告するケース

1



■評価方法の見直し

２．地震動評価手法

○応答スペクトルに基づく地震動評価
・地震規模は松田式より算定
・今回見直した検討用地震については、Noda et al.(2002)（以下、耐専式という）

の適用性を検討し、適用が難しいと判断した場合は、断層モデルの結果を重視

○断層モデルを用いた地震動評価
・新潟県中越沖地震の反映事項を踏まえて、短周期レベルを1.5倍したケースを

追加

合同C12-4-3 2



３．応答スペクトルに基づく地震動評価

■評価手法

耐専式適用和布-干飯崎沖～甲楽城断層

各種距離減衰式で

断層モデルの妥当性を検証
適用外大陸棚外縁～B～野坂断層

耐専式適用浦底-内池見断層

耐専式適用白木-丹生断層

耐専式適用C断層

評価手法耐専式の適用性検討用地震

合同C12-4-3に加筆 3



３．応答スペクトルに基づく地震動評価
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■耐専式による地震動評価結果（和布-干飯崎沖～甲楽城断層（長さ60km）の代表ケースのみ）
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：破壊開始点

ⅰ）断層配置図

★※　傾斜角90°を傾斜角0°として図化している。
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■和布-干飯崎沖～甲楽城断層のモデル図

※モデル図は上端4kmのケースを代表して示す

４．断層モデルを用いた地震動評価 5



Tr=2.03×10-9M0
1/3←←1.72立ち上がり時間Tr(sec)

μ=ρβ2、ρ=2.7g/cm3、β=3.6km/s←←3.5×1010剛性率(N/m2)
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佐藤他(2007)

A=2.46×1017×M0
1/3

香川他(2003)

Vr=0.72β

Fujii and Matsu’ura(2000)

D=M0/(μS)

M0={S/(4.24×10-11)}2.0

－

断層面より算定

地震発生層と傾斜角から設定

微小地震の発生及び地下構造を参考に設定

調査結果に基づき設定

断層位置から計算

設定方法

←
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－
断層上端深さ（km）

断層下端深さ（km）

2.59破壊伝播速度Vr（km/s）

3.1平均応力降下量Δσ

（MPa）

165.9平均すべり量D（cm）

2.08×1019短周期レベルA
（Nm/s2）

8.3高周波限界遮断周波数
fmax（Hz）

50f1.1Q値

6.06×1019地震モーメントM0（Nm）

同心円状破壊伝播様式

1043.58断層面積S（km2）

－断層幅W（km）

－断層傾斜角（°）

60断層長さL（km）

パラメータ
断層パラメータ

■和布-干飯崎沖～甲楽城断層の断層パラメータ：上端4km、応力降下量（レシピ平均）

※パラメータは上端4km、応力降下量（レシピ平均）の
ケースを代表して示す

４．断層モデルを用いた地震動評価 6



パラメータ
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Sb=S-Sa271.91面積Sb（km2）

Db=M0b/(μSb)93.1平均すべり量Db（cm）

Δσa=(S/Sa)Δσ←応力降下量Δσa（MPa）

M0a=μSaDa7.02×1018地震モーメントM0a（Nm）

Da=γDD、γD=2.01261.7平均すべり量Da（cm）

Sa=γasp×S
γasp=0.22

76.69面積Sa（km2）

設定方法
南部

■和布-干飯崎沖～甲楽城断層の断層パラメータ：上端4km、応力降下量（レシピ平均）
（つづき）

※パラメータは上端4km、応力降下量（レシピ平均）の
ケースを代表して示す

４．断層モデルを用いた地震動評価 7



■和布-干飯崎沖～甲楽城断層：上端深さ4km、応力降下量（レシピ平均）
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■和布-干飯崎沖～甲楽城断層：上端深さ3km、応力降下量（レシピ平均）
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■和布-干飯崎沖～甲楽城断層：上端深さ4km、応力降下量（レシピ1.5倍）
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５．基準地震動Ssの見直し

0.1

1

10

100

1000

0.01 0.1 1 10
周期 (sec)

速
度

(c
m

/s
)

見直しSs C断層

白木-丹生断層 浦底-内池見断層

浦底-池河内断層 和布-干飯崎沖～甲楽城断層

(h=0.05)

加
速

度
(c

m
/s

2 )

10
00

0

50
00

20
00

10
00

50
0

20
0

10
0

変
位

(cm
)

100
10

1

0.1

1

10

100

1000

0.01 0.1 1 10
周期 (sec)

速
度

 (
cm

/s
)

見直しSs C断層

白木-丹生断層 浦底-内池見断層

浦底-池河内断層 和布-干飯崎沖～甲楽城断層

(h=0.05)

加
速

度
(c

m
/s

2 )

10
00

0

50
00

20
00

10
00

50
0

20
0

10
0

変
位

(cm
)

100
10

1

※鉛直方向のSsは水平方向の2/3倍
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■耐専式による地震動評価結果は、合同C12-4-3で提示した基準地震動Ssに包絡される
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━━━見直しSs
濃緑色：和布-干飯崎沖～甲楽城断層

【上端深さ4km、応力降下量（レシピ1.5倍）及び上端深さ3km、応力降下量（レシピ平均）】
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■断層モデルを用いた地震動評価結果との比較

５．基準地震動Ssの見直し 12



■合同C12-4-3において、今後検討することとしていた和布－干飯崎沖

～甲楽城断層（長さ60km）による地震動を評価した。

■応答スペクトルに基づく地震動評価及び断層モデルを用いた手法によ

る地震動評価のいずれにおいても、評価結果は合同C12-4-3で提示し

た基準地震動Ss（760ガル）に包絡されることを確認した。

５．基準地震動Ssの見直し 13



■活断層の念のための同時活動に関する検討項目

○和布－干飯崎沖断層・甲楽城断層、柳ヶ瀬断層及び鍛冶屋断層については、

念のため同時活動を考慮するが、敷地近傍の長大断層であることから、断層

面上における破壊の進行方向による影響（破壊伝播効果）を適切に評価する

という観点から、断層モデルを用いた手法により基準地震動Ssの妥当性を確

認する。

６．今後の予定

以下の検討結果を次回以降報告する。
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